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1 岩崎中心拠点地区都市再生整備計画
平成２８年度　～　平成３１年度　（４年間） 熊本県玉名市

・市民会館の年間利用者数を年間44,830人（H26年度）から50,000人（H31年度）へ増加させる。
・利用者（主催者・来場者）の満足している割合を30.5%（H23年度）から70%（H31年度）へ増加させる。
・地区内への来場者数を292,756人（H26年度）から320,000人（H31年度）へ増加させる。

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H28 H29 H30 H31 H32 策定状況

A-1 都市再生 一般 玉名市 直接 岩崎中心拠点地区都市再生整備計画事業 2,138.3

合計 2,138.3

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 策定状況

合計

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

合計

番号 備考

平成27年12月1日

・整備後の市民会館、駐車場等の機能・利便性に満足している割合を、アンケート調査により測定し評価する。

玉名市

一体的に実施することにより期待される効果

玉名市 高次都市、地域生活基盤、高質空間形成施設

要素となる事業名
事業内容

事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

費用便益比

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

番号

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業者 市町村名

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
－

・新たに建設する市民会館の年間利用者数を測定し、文化活動・市民間の交流促進の度合を評価する。

・岩崎中心拠点地区内(都市再生整備計画地区)へ訪れる人数を測定し、本地区のコミュニティーの場としての集客力、利便性向上の度合を評価する。

44,830人/年 - 50,000人/年

30.5% - 70.0%

292,756人/年

Ｂ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
2,138.3百万円 Ａ 2,138.3百万円 － Ｃ Ｄ

- 320,000人/年

（H26） （H31）

費用便益比市町村名 全体事業費
（百万円）

（参考様式２）社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象

計画区域周辺は、平成27年１月に移転新築した市役所をはじめ、合同庁舎、現市民会館、保健センター、福祉センター、博物館等の公共施設が集約され、ＪＲ玉名駅と九州新幹線新玉名駅の中間、また国道と繋がる都市計画道路沿道にあり交通に
おいても利便性の高い区域である。当計画地区については文化活動の拠点としての機能維持・向上を整備方針とし、老朽化が顕著で耐震問題も抱える市民会館の整備が急務となっている。
このことから、「玉名市民が集い、賑わう 文化・行政の拠点づくり」を目標に、①市民の文化活動、交流の拠点づくり　②人の集まる利便性の高い中心拠点づくりを推進するため、市民会館ホール棟の建替え、跡地整備等を実施する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

重点配分対象の該当

－

交付対象事業

－
効果促進事業費の割合



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。
※　平成２８年度は、決算額が確定でき次第記載。

交付額
（c=a+b）

計画別流用
増△減額
（b）

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

翌年度繰越額
（f）

うち未契約繰越額
（g）

配分額
（a）

H28



計画の名称

計画の期間 交付対象

（参考図面）　市街地整備

　岩崎中心拠点地区都市再生整備計画

　平成28年度～平成31年度　（4年間） 　熊本県　玉名市

【図面作成上の留意点】 
 
・下図は白図を使用し、縮尺は1/10,000～1/25,000を基本とし、
適宜調整すること。スケールバー・方位を記入すること。 
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りすること。 
・計画に位置付けられた事業について、その位置がわかるよ
うに旗揚げし、事業名等を明記すること。関連事業についても
旗揚げし、関連事業であることがわかるように記載すること。
各事業は以下のように標記し、凡例に従い、枠内を着色する

こと。 
■基幹事業、 □提案事業、 ○関連事業 
 
・高速道、幹線道、鉄道等の都市の骨格を成す施設及び計画
の内容に影響を与える主要な施設を明記すること。 
・その他必要な事項を記載するときは、必ず凡例を記入する
こと。 

 ■基幹事業   

 ・高次都市施設 

  地域交流センター 

 □提案事業 

 ・事業活用調査 

 ■基幹事業   

 ・地域生活基盤施設 

  旧市民会館ホール棟解体 

  跡地駐車場整備 

 ■基幹事業   

 ・高質空間形成施設 

  電線類地下埋設施設 

有明保健所 

玉名地域振興局 

玉名警察署 

玉名市役所 

シルバー人材センター 

玉名市勤労青少年ホーム 

歴史博物館 

玉名合同庁舎 

玉名市福祉センター 

玉名勤労者体育センター 

市民広場 

● 

玉名市保健センター 

玉名市民会館(ホール棟) 

玉名市民会館(会議棟) 

 都市再生整備計画 

 岩崎中心拠点地区 （区域面積：９．１ha） 

 ○関連事業   

 ・玉名市役所 

  新庁舎建設事業 

 ○関連事業   

 ・地域公共交通総合連携事業 

 （中心部のバス路線効率化事業等） 

駐車場 


